
令和６年８月１日

青森県「農林水産力」強化本部

７月３１日現在水稲出穂状況

地 域 本 年 平 年 前 年

東 青 ６１ ３ ６３

中 南 ７８ ５ ８２

西 北 ６５ ５ ９０

上 北 ９０ ４ ５７

下 北 ４８ ４ １８

三 八 ８７ ４ ６０

県全体 ７４ ５ ７７

注)各地域農林水産部調べ、小数点以下は四捨五入
平年値は過去１０か年の平均

＜概 況＞
７月３１日現在の水稲出穂状況は、県全体で７４％となった。
県全体の出穂始めは平年より４日早い７月２７日、出穂最盛期は平年より５日早い７月

３０日であった。

＜技術対策＞
・出穂後１０日間は、開花・受精のため５～６㎝位の水深を保つ。
・開花終了後に高温となる場合は、水の入れ換えや掛け流し、飽水管理によって稲体の
温度を下げ、根の活性を維持する。
※飽水管理･･･水尻を止水して自然減水し、溝や足跡に水が溜まっている状態になった

ら２～３cm程度かん水することを繰り返す管理
・斑点米カメムシ類の発生が多いと予想されるので、適期防除を徹底する。

参考〈出穂の進度〉 （月/日）

本年 平年 前年

始 め 7/27 7/31 7/27

最盛期 7/30 8/ 4 7/30

終わり 8/ 9 8/ 3
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※始 め：出穂した割合が５％に達した日

※最盛期：出穂した割合が５０％に達した日

※終わり：出穂した割合が９５％に達した日


